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ユ20 寛政改革と柳樽の改版
　上に掲げた左側のは柳樽初編、右側のは三編の奥附の形式で、
毎編の印刷及び登行が最初から何同繰返へされたかは分らない
が、左側のは初版のであること一瓢の疑なく、之を入手するに
は多くの年月と苦心とを費した、右側の如く第一豊に　刻　補
助　櫻木奄　とあり第五蓬に　星蓮堂　花屋久次郎　とあるの
は、大髄に於て初版のものと看傲してよろしい、但し奥附は登
行所を示す乏岡時遊へ主として廣告用に供せられる爲め、甚し
き時代違の刊行物に、後から貼用せられとのも少ぐない、こと
を沼E意せね臆～ならぬ。
　　　　　　第二項　柳樽の内容（摘示）
　本項に於て柳婬の内容を摘示するに當外特に異つた記述が
無けれぱ、常に次の如くであることを涯意する。
（1）登行者　星運堂花渥久次郎　補助　薩秀堂櫻縄
（2）編輯者　呉陵軒可有ヌ號木綿　序文岡
（3）取　材　本文川柳評前句萬句合抜録
（4）句　敷　二編本丈39枚、年放八句詰を除く外其飽は孚枚九
　　　　　句詰が遍例
（5）西　暦改元の年のみ上邊に示す
初編　明和二（17⑤酉年七月駿行　43放　756句
　序1枚　本文42枚
梛章三第 樽 ユ2ユ
二編無記（明和三年』叉は四年）　42枚　660句
　扉宇枚　本文39枚、孚放八句詰　末尾歌柚　可有序、句36
三編　賜和五子年七月　　　　　　42枚　　747句
　序孚枚無名（恐可有〉　本文41枚竿
四編　明利六丑年七月　　　　　42放　　720句
　序1枚　践李鐙齊租鳥1枚　本文40枚
五編　明和七寅年七月　　　　　　42枚　　737句
　序牢枚　裏櫻花見幕組連名記入　本文41枚一句減
六編　明和入卯年七月　　　　　　42枚　　727旬
　序孚枚　口檜梅に短冊表徳記入1枚　本丈40枚牢2旬減
　　　　　　（1772）
七編　安永元辰年七月　　　　　　42枚　　鴨8句
　序一救本文41枚
八編　安永二己年七月　　　　　　42枚　　728句
　序孚枚　口絡表徳列記士俵見立1枚　本文40枚牢1句減
九編　無記（安永三午年）　　　　　42枚　　751句
　序四行　首不怨奉納句（奉納旬掲載の最初、句の下に表徳翻
　ち雅號を明詑するの最初）40句、本文39枚孚
十編無記（安永酋象年）　　　　42枚　　744句
　序寧放　懇首當暮角力會句3枚孚60句　本文38枚684句　此以
　後費三編迄毎編角力句合の句を載せ、其表徳を朋記す
十一編　安永五申年　　　　　　　42枚　　745句
　扉題字縁江宇枚　懸首當申正月角力句合4放52句　本文38枚
ユ22 寛政改革と柳樽の改版
　竿
十二編　無記（安永六酉年）　　　42枚　　745句
　扉細見見立組連名孚枚本文β9枚竿2句減、懇末　當酉二月角
　力句合2枚36句
十三編　無記（安永七戊年）　　　42枚　　748句
　扉懸額見立組連名孚枚本文39枚　憲末當戌春角力句會46句
　（尾孚枚12句詰）
十四編安永八亥年　　　　　　　　44枚　　772句
　扉櫻に短冊組連名記入下に制札見立孚枚　本文27枚雫後雫
　當亥春角力句合15枚竿2句減277句
十五編　安永九子年　　　　　　　42枚　　749句
　扉角力立看板見立組連名及寄句数記入孚枚　本文37枚竿　懸
　末當子正月角力句合4枚74句（末尾孚枚12句詰）
　　　　　　（1781）十六編　天明元丑年　　　　　　　42枚　　746句
　　　　ツノキリ　扉俳講儀式に組連名所在讃込附合竿枚本文38枚懸末嘗
　丑正月花角力句合書抜3枚孚62句
　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ十七編　天明二寅年　　　　　　　40枚　　709句
　扉題字孚枚懸首営寅正月吉例角力句合三枚50句本丈20枚
　　廿三枚裏柳に鶯圖竿枚、追丁廿四枚乃至廿八枚は総ての本
　に無し　悪末當寅三月別會櫻題萬句合書抜299句、此種条題萬
　句合唯一の例
十八編　ヲ棚三卯年　　　　　　　42枚　　748句
第　三　章　　柳 樽 工23
　扉東都前句萬句合判潔連名・竿枚　本文38枚、憲末當卯正月吉
　例角力旬合3枚宇64句
　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ十九編　天明四辰年入月　　　　　40枚　　702句
　扉題字宇枚　本文27枚孚　懸末當辰春花角力會、計三會11放
　孚199句　怒尾鯨加竿枚8句
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆる　　　　　　　　　ゆ二十編天明五己年多　　　　　40枚　　682旬
　序1枚雨舞幌陵軒外序文の初〉　本文27枚宇　：巻末當己春吉
　例角力會、計二會開き11枚187句
廿一編　天朋六午年九月　　　　　42枚　　743旬
　憲首1枚竿臭陵軒引用亡友遣啄20句　本文28枚宇　怨未賞午
　iE月吉例角力句合3枚4行56句、懇尾同午三月廿七日開女柳追
　善合（此種掲載の初）8枚竿5行154句
天明七未年　休刊
廿二編　天明八申年七月　　　　　42枚　　723句
　扉竿枚上邊辻駕圖下邊口上左側渠陵軒序4行、本文29枚牢6行
　憲末當申正月吉例花角（力字脱〉會1枚竿鯨36句、四月開角力
　會9枚孚鯨168句、懇尾二代臭陵軒の木綿居士（即初代臭陵軒）
　追善會句豫告（木綿は本編を編輯し其登行を見すして此年物
　故せしならん）
　　　　　　　（1789）
廿三編寛政元酉年七月　　　　　42枚　　729旬
　扉孚枚上邊扇面圖　下邊如狸序　編輯亦同人？　本文25枚、
　次に當酉正月サ置日開花角力會5枚蝕96句、次に同酉三月開
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　本郷天満宮奉納句合4校72句、霧末木綿追善會旬5枚宇1（庵句、
　木綿門葉追善7句
　本編に於ける本文の配列は特種の分類法に依れり
寛政二戊年　休刊　此年九月廿三日川婁物故
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　ロロの廿四編寛政三亥年九月　　　　　43枚　　626旬
　序孚枚花洛奄一口　編輯亦同人、裏竿枚東橋筆壇里官像、懸
　首酉（寛政元〉年八月十一日開川柳評八重垣組蓮會之絡2枚雫
　3行45句、本文26枚4行窟未（川更）逡善玉柳管江（朱羅）序
　：大字2枚弱　句9枚孚管江葉十和笛評計154句
寛政四子年休刊
寛政五丑年休刊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆゆの廿五編　寛政六寅年秋　　　　　　騒枚　　570句
　和笛選句　序1枚市中奄扇朝　編輯亦同入、懸首（寛政五丑年
　玉印角力曾？）5枚宇2行101句、本文26枚1行469句　末葉裏末
　　　　　　　　　　　　　西紺屋町萬　屋　忠藏
　　　　　　　　　　　　　下谷竹町　花屋久次郎
　とあり萬屋初見、駿1枚子誠
膏六編　無誠ぐ寛政七卯年撃）　　41枚　　質5旬
　和笛撰句　序1枚星運堂管裏（花屋久次郎事）、編韓亦同人？
　丁敷順序諾書不同　本丈40枚、全：部旬主表徳を瞬記するの初
　め
寛政八辰年　休干喫
第　三　章　　柳 鱒 ↓25
寛政九已年　休刊？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆごり背七編　寛政十午年春　　　　　　33枚　　569句
　和笛撰句　序1枚無名（管裏？）編輯亦疑人？、本文32枚
　丁敷五以下餐丁看下隅大字瞬灘、異鰍、
廿八鑛，寛政十一来年八月　　雛放　589句
　和笛撰句序1枚管裏編輯亦同人？、丁順不整本文31枚
　547句（孚枚九句詰九句詰不整）懇末羽州山形連會3枚42句
廿九編寛政十二申年八月　　　　34枚　　590枚
　和笛撰　序1枚雷鳴含管裏編輯亦同人？、本文26枚憲末
　芹丈追善7枚一23句
靭編乃至廿九編公計20508句
寛政十三改元享和元（1801）酉年休刊
享和二戊年　休刊
享和三亥年　休刊
　　　　　　（1804）三十編　文化元子年　　　　　　　36枚　　630句
　川婁撰句　序1枚花洛奄一ロ　編輯同人　其序に日ふr川隻撰
　の秀句柳樽廿四篇に満、五五の篇より廿九篇までは和笛氏の
　詳なりしを予叉古翁の撰置れし句にて三十篇より嗣篇し諸君
　の御求鷺をこひ訟がふのみ8本文35
辮一一編　文化二丑年秋　　　　　　38枚
　川婁撰紳肚奉納句　1乃至30枚表　序竿枚　玉章　編輯亦同
　人　懇末和笛追善句（文日堂評）
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蹴四編　無記（文化三寅年？）　35枚
　序孚枚管裏　編輯亦同入？　1乃至18枚川聖撰？
　　　　　　（1818）七十編　文政元寅年春　　　　　　36枚
　序1枚管無　懇末16乃至35枚川柳評萬句合抜書さくらの實
　柳樽の中に萬句合の前句及び○▲xの印までを附して褐載し
　詫る唯一の例、347句
